
信用保証協会は、中小企業のみなさまが事業資金の融資を受けられる時に、公的な立場でバックアップいたします。
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LINEによる情報発信をしています！！
配信を希望される方は、左のＱＲコードを
お読み取りいただき、友だち登録をお願い
します。

旧上久下村営上滝発電所記念館【丹波市】　☞ P6

・ 「事業承継にかかる保証制度のオンライン勉強会」のご案内
・ 兵庫県事業承継・引継ぎ支援センターと「中小企業・小規模事業者の事業承継支援に関する覚書」を締結しました
・ 事業承継に活用できる主な制度
・ 創業支援の一環として、神戸大学の学生向けにオンライン方式の講義を行いました
・ 金融と経営の一体的支援を目的に、「兵庫県地域支援金融会議 第9回総会」を開催しました

信用保証協会ニュースP.01 ＞＞

新型コロナウイルス感染症による影響を受けている事業者の皆さまへ
年末年始の営業について

P.04 ＞＞

ご当地いんふぉP.06 ＞＞

shiratakikaku Inc.
フロンティア ひょうごP.07 ＞＞

保証状況P.09 ＞＞

金融機関インタビューP.05 ＞＞
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　円滑な事業承継が喫緊の課題となって
いる中、当協会では中小企業・小規模事
業者の事業承継の促進を図ることを目的
として、事業承継にかかる保証制度を多
数取扱っております。
　今般、金融機関向けに事業承継にかか
る保証制度に関するご理解を深めていた
だくため、オンライン勉強会を開催します
ので、ぜひお申込みをお願いします。

「事業承継にかかる
保証制度のオンライン勉強会」のご案内

お問い合わせ先

事業承継相談窓口 事業承継に課題を抱えている皆さまの相談窓口を設置しています。
ご相談のある方は、電話もしくはＥメールにてお申し出ください。

TEL：078-393-3962
Email: jigyosyokei-sien@hosyokyokai-hyogo.or.jp

経営支援室 支援統括課　　TEL：078-393-3920 

開催方式 Zoom等を利用したオンライン開催
（金融機関毎に個別対応）

内 容 事業承継にかかる保証制度のご案内
※ 開催時間は1時間程度で、営業時間外の対応も可能です。

対象者 金融機関の
保証付融資実務ご担当者 など

　令和3年11月24日、当協会と神戸商工会議所が設置する「兵庫県
事業承継・引継ぎ支援センター」（以下「センター」という。）は、相互に
協力して中小企業・小規模事業者の事業承継支援に取り組むため、
「中小企業・小規模事業者の事業承継支援に関する覚書」を締結しま
した。
　今回の覚書締結により、事業承継に関する様々な相談に対し、従来
できなかった「センター及び保証協会の双方」で、助成制度や金融面
への助言・情報提供等の対応が可能となります。
　当協会は、今後も事業承継に関する個々の事業者の皆さまの課題
解決と事業承継の促進に寄与していきます。

兵庫県事業承継・引継ぎ支援センターと
「中小企業・小規模事業者の事業承継支援に関する覚書」を締結しました

当協会　早金理事長（左）
神戸商工会議所　中林専務理事（右）
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　当協会では、事業承継を行う事業者の皆さまを、資金面からサポートするための制度を取扱っています。以下は主な制度
の概要になります。

事業承継にかかる多様な資金需要に対応することにより、円滑な事業承継を支援することを
目的とした保証です。保証期間は最長２０年に設定でき、余裕のある返済計画が可能です。

事業承継に活用できる主な制度

上記は制度の概要となりますので、詳細については各事務所・支所にお問い合わせください。

事業承継・M&A保証「リレー」

対象者① ●事業用財産取得資金（申込人以外が所有する事業用財産）　●役員退職金支払資金　●自己株式の取得資金（申込
人以外が所有する自己株式）及び同株式取得の附帯費用の支払資金　●被事業承継者の保証付き借入金の借換資金
●事業譲渡に伴って必要となる事業資金　●その他協会が認める事業承継に必要となる資金

対象者② ●株式会社である被事業承継者の発行済議決権株式総数の2/3以上を一括取得する資金及び同株式取得の附帯費用の支
払資金　●有限会社である被事業承継者の発行済議決権株式総数の3/4以上を一括取得する資金及び同株式取得の附
帯費用の支払資金

対象者③ ●被後継者(現経営者)が保有する事業会社の発行済議決権株式総数の2/3以上を一括取得する資金及び同株式取得
の附帯費用の支払資金　●事業会社の代表者が所有する事業用不動産の取得資金

原則として、法人の代表者のみ連帯保証人

資 金 使 途

金融機関所定貸 付 利 率

次の対象者①～③のいずれかに該当する方
対象者① 事業承継計画を策定している、または事業承継後の中小企業・小規模事業者
対象者② 被事業承継会社から発行済議決権株式取得によるM&Aでの事業承継計画を策定している
　　　　 中小企業・小規模事業者
対象者③ 事業承継のために設立した持株会社（純粋持株会社、事業持株会社）

対 象 者

2億8,000万円保証限度額

通常の保証料率より平均20%割引保 証 料

必要に応じて提供担 保

20年以内（うち据置期間2年以内）保 証 期 間

事業承継特別保証制度

金融機関所定貸 付 利 率

次の（1）または（2）に該当し、かつ(3)に該当する方
（1） 保証申込受付日から3年以内に事業承継を予定する事業承継計画を有する法人
（2） 令和2年1月1日から令和7年3月31日までに事業承継を実施し、事業承継日から3年を経過していない法人
（3） 次の①～④の要件を全て満たす法人
　　① 資産超過であること
　　② EBITDA有利子負債倍率※ が10倍以内であること
　　③ 法人・個人の分離がなされていること
　　④ 返済緩和している借入金がないこと
　　 ※ EBITDA有利子負債倍率=（借入金・社債－現預金）÷（営業利益+減価償却費）

対 象 者

事業資金（保証人を提供していない既往借入金
の返済資金を除く）。ただし、対象となる方（2）に
該当する方は、事業承継前における保証人を提
供している既往借入金の返済資金のみ

資 金 使 途

2億8,000万円保証限度額

必要に応じて提供担 保

10年以内（うち据置期間1年以内）保 証 期 間

不要連帯保証人 ① 経営者保証コーディネーター※の確認がない場合
　 責任共有保証料率：0.45%～1.90%
② 経営者保証コーディネーターの確認を受けた場合
　 責任共有保証料率：0.20%～1.15%
※兵庫県事業承継・引継ぎ支援センター等に常駐する専門家で、
　事業承継に係る支援を行います。

保 証 料

事業承継の段階における資金調達にあたり、一定の要件を満たす場合に経営者を含め、
保証人を徴求せず、事業承継の促進を支援する保証です。
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　11月12日、将来、起業を志す大学生の
皆さまにそのノウハウを習得していただ
くことを目的として、神戸大学の学生向け
にオンライン方式の講義を行いました。
　134名の学生が参加し、当協会の事業
内容や信用補完制度の紹介、新型コロナ
ウイルス感染症の影響と当協会の支援メ
ニューなどについて説明を行いました。
　当協会では、引き続き学生向け講座を
積極的に行うなど、若い世代の創業に関
する理解と関心を深める事業を展開して
まいります。

創業支援の一環として、
神戸大学の学生向けにオンライン方式の講義を行いました

　11月18日、コロナ禍における各金融機関
の取組や支援状況等について情報共有や意
見交換を行うため、兵庫県の中小企業支援
ネットワーク「兵庫県地域支援金融会議」構成
機関が出席し、オンラインにて総会を開催し
ました。
　会議では、事務局を務める当協会が活動実
績報告等を行った後、近畿経済産業局から事
業再構築補助金の最新動向、近畿財務局 神
戸財務事務所から新型コロナウイルス感染
症の影響と今後の金融行政について講演が
行われました。
　今後とも同会議等を通じて関係各機関と
の連携を強化し、中小企業・小規模事業者の
皆さまに対する金融と経営の一体的支援を
積極的に行ってまいります。

金融と経営の一体的支援を目的に、
「兵庫県地域支援金融会議 第9回総会」を開催しました
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年末年始の営業についてご 案 内  

●  令和３年１２月２８日（火）まで通常営業を行います。
（令和３年１２月２９日(水)から令和４年１月３日(月)まで休業します。）

●  令和４年１月４日（火）から通常営業を行います。

新型コロナウイルス感染症による
影響を受けている事業者の皆さまへ

　当協会では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業・小規模事業者の皆さまに対して資金繰り支
援を行うため、「伴走支援型特別保証制度」「伴走型経営支援特別貸付」の取扱いを行っています。両制度は経営行
動計画作成等の要件を満たした場合、国または兵庫県による保証料補助が行われます。（下記は主な制度になります
ので、詳細につきましては各事務所・支所までお問い合わせください。）

※1　売上高等減少率が15%以上のものに限ります。
※2　②は、①の4,000万円を本制度で全額利用していることが前提となります。（2口となりますが、合計6,000万円まで申込可能)
※3　危機関連保証で利用する場合、②の据置期間は2年以内となります。 

制 度 概 要

融資制度名

伴走支援型特別
保証制度

兵庫県中小企業
融資制度
「伴走型経営支援
特別貸付」

対象者

セーフティネット保証
（4号・5号 ※1）、危
機関連保証のいず
れかの認定を取得
し、経営行動計画を
策定した方

保証料

年0.20%相当額
（国または兵庫県に
よる保証料補助が
行われ、当初保証
料負担が軽減され
ています）

保証期間貸付利率

金融機関
所定

年0.90%

限度額

4,000万円

①4,000万円 ※2
②2,000万円 ※2

10年以内
据置期間
5年以内

10年以内
据置期間
5年以内 ※3

危機関連保証の指定期間は令和3年12月31日融資実行分までとなっていますので、ご注意ください。



　高岡支店は、JR姫路駅から姫新線で

一駅の播磨高岡駅からすぐの場所に位

置しています。高岡エリアには、特定の地

場産業はありませんが、住宅地や商店

街、工場地などがバランス良く広がって

おり、のどかな雰囲気がありながらも活

気があふれる地域といえます。

〒670-0061
姫路市西今宿3-9-1
☎ 079-298-1151

西兵庫信用金庫
高岡支店

西兵庫信用金庫
高岡支店
支店長

辰己 豊 様

西兵庫信用金庫は、｢地域で最も信用、信頼される金融機関をめざして｣
という理念を掲げています。高岡支店は、理念を実現するために｢お客様
に一番近い存在に｣をモットーとしています。お客様に一番近い存在にな
るということは、どんな事でも相談していただける存在になるということで
す。職員全員がそのような存在になるために、支店長として、朝礼の際な
どに｢今、心の中に熱意は足りているかを自問自答しましょう｣と伝えてい
ます。私たちの心の中の熱意は、必ずお客様に伝わるからです。

貴店のモットーを教えてください。

高岡支店の強みとして一番に挙げられるのは、幹線道路沿いで駅近という
立地の良さです。好立地が功を奏して、お客様の来店頻度やATM稼働率
が高くなっています。だからこそ、どのようなことでも相談していただける存
在にならなければいけないと感じています。私は、職員に｢熱意は足りていま
すか？｣と問いかけると同時に、一人ひとりのやる気を引き出すために、背中
を押すタイミングを見ています。そして、｢今だ｣と感じたときに背中を押して、
それぞれの成長につながるようにアドバイスをしています。

貴店の強みを教えてください。

今、業種を問わず事業者や店舗の統廃合が進んでいます。これをビジネ
スチャンスと考えて、創意工夫をしたいと考えています。また、開業を考え
ておられる方も多い現状があります。開業資金の融資を実行するだけで
なく、保証協会、商工会議所、行政との連携を今まで以上に強化し、事業
発展のためのサポートを充実させます。この取組みは地域経済の発展に
もつながるため、積極的に推進したいと思います。

今後の展開について教えてください。

昨年8月までは、コロナ関連の制度融資の活用が多かったです。その後は、経
営改善借換保証｢ぜんしん｣を活用する機会が多くなりました。｢ぜんしん｣は、
さまざまな保証制度の借換えができるだけでなく、新たな融資の上乗せも可
能なため人気です。

保証付き融資を推進する際に、
活用している商品を教えてください。
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川代渓谷は、篠山盆地から流れ出た篠山川で築かれた渓谷です。篠山川の奔流

が岩を削り続けたことで、東西4ｋｍにも渡る妙奇岩や怪石が並ぶ絶景が生ま

れました。この絶景を楽しむなら吊り橋がお勧め。｢吊り橋の上から妙奇岩や

怪石を眺めるとダイナミック｣と人気です。また、渓谷の岩をよく見ると、岩の

くぼみに入った小さな石が、長年の間、水によって回転してできる｢ポットホー

ル｣があちこちにあることがわかります。丹波竜初の化石が発掘されたのは篠

山川の下流ということもあり、不思議な形をした岩やポットホールを眺めてい

ると、多くの人が｢丹波竜がここを歩いていたのだなあ｣と感慨にふけってしまう

はず。古代マニアや恐竜ファ

ンに限らず、この地が多くの

人で賑わっているのは、古代

のロマンに心を遊ばせる楽

しみがあるからではないで

しょうか。

遠谿祖雄禅師により鎌倉時代に建
立された禅寺。約200本の楓が織
りなす紅葉のトンネルが見事。

丹波竜をはじめとした恐竜の全身骨
格が人気の丹波竜化石工房。発掘当
時の様子の再現エリアもあります。

栗と黒豆が代表選
手。群を抜く味わい
は、この地の昼、夜の
寒暖差と肥沃な土壌
が生み出しています。

丹波の特産

ちーたんの館

高源寺
丹波市

　篠山川のほとりに｢旧上久下村

営上滝発電所｣が建築されたのは

大正11年のこと。約41年間、地域の

暮らしを支えてきた同施設は、昭

和38年に役割を終えました。平成

18年、同施設のすぐ側の川岸で恐

竜の化石が発見され、観光スポッ

トとして整備が進みました。このと

き、切妻造、煉瓦造2階建て、1階に

長方形上下窓、2階には欠円アーチ

形の窓を配した同施設の歴史的・

文化的価値が注目され、発電所記

念館として保存、改修工事が施さ

れました。現在、施設内では、稼働

していた頃の様子を紹介する各種

資料や恐竜の化石（レプリカ）を展

示しています。

旧上久下村営上滝発電所記念館
旧上久下村が建築、運営した近代水力発電施設

川
代
渓
谷

篠
山
川
上
流
の
奔
流
が
生
み
出
す

妙
奇
岩
、怪
石
が
広
が
る
絶
景
の
渓
谷

兵庫の
産業遺産

〒669-3198 丹波市山南町谷川1110番地
電話.0795-77-1887
https://www.tambaryu.com/spot/12.html

えんけい そ ゆう

ぜんざいフェア
2021年11月1日̶2022年2月18日

〒669-4141 丹波市春日町黒井1597
TEL.0795-88-5810
FAX.0795-88-5820
https://www.tambacity-kankou.jp/

丹波市観光協会
詳しくは
こちらから
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　ヒット商品をはじめ、ビジネスの仕組みなど、いつの時代にも
流行がある。流行は人を惹き付ける。人を惹き付けてやまない
モノやコトは、その流れに乗るヒトを生み出すきっかけになり、さ
らに大きな潮流が生まれる。shiratakikaku Inc.のCEO白田 和
茂氏は、潮流から逃れることで居場所を発見し、流行を生み出
しているクリエイターだ。白田氏が手掛けるのは、アクリル板を
加工したヘアアクセサリーやピアス。白田氏がshiratakikaku Inc.
の前身となるアクリル加工業を個人事業主としてスタートさせた
のは2014年のこと。それまではミュージシャンとして活動していた。
　｢高校時代にはすでにテレビに出
演していました。高校卒業後に上京
し、数年後には、大手事務所に移籍し
たのですが、音楽で伝えたいメッセー
ジがないと気付き、28歳の頃、尼崎に
帰って来ました｣
　尼崎では、自由に曲をつくり、CDを
販売。CDは売れたが、ライブでの集
客が難しく経済的に行き詰まった。
　｢友人とお金を出し合って、不便な
場所に居酒屋を始めてみたら人気店
になり、別の場所にスタンドバーを開
店しました。居酒屋もバーも繁盛した
のですが、忙しくなるにつれ、僕の心が辛くなってきたため、2軒
とも店長職を友人に譲りました｣。
　音楽活動と飲食店経営の経験を通じて、白田氏は｢制約で縛
られたり、自由にできないと感じることが何よりも嫌なタイプ｣であ
ることを痛感したという。とはいえ、生活をしなければならない。
　｢2軒目にオープンしたバーでは、ヨーロッパから輸入した
アクセサリーや妻がつくった雑貨などを販売していました。妻は

shiratakikaku Inc.
CEO

白田 和茂 氏
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製造業者ではなくクリエイター。
アクリル素材グッズで成長を続ける。

〒660-0815
尼崎市杭瀬北新町2-2-27
☎ 06-7494-5092



アクリル素材が好きで、アクリルの加工工場を経営している社
長と話をする機会があったのですが、その方が『アクリル板加
工業は斜陽産業で先がないため工場を閉める。興味があるな
ら工場を譲る』とおっしゃいました｣。
　話を聞いた白田夫妻は、知り合いにアクリル加工業の現状
についてリサーチをすると、皆が判を押したように｢斜陽産業で
先がない｣と返してきた。ところが、白田氏は｢皆がやらないな
ら、自分のペースでゆっくりやれるのではないか｣と工場を譲り
受けることを決意。約3ヶ月間、工場に通い加工技術を学んだの
ち、いよいよ工場を構えることになった。ところが、やる気はあっ
ても資金がない。両親に融通してもらい、尼崎の鉄工所だった
工場を借り、加工機械を運び入れた。機械だけでなく、OEM業
務と、今では製造が難しい色調や柄の入ったアクリル板を譲り
受けた。ところがOEMではどれだけ働いても収支のバランス
がとれない。奮起して営業をしたが、良い返事を聞くことはな
かった。斜陽産業の意味を思い知った訳だ。悩んだ末、白田氏

はOEMからの脱却を目標に、自社
ブランドの立ち上げを決 意した。
｢妻は雑貨のデザイン・企画販売をし
ていましたし、私も自分の思いや考え
を表現することが得意です。やってみよ
うと思いました｣。
　白田夫妻は、デザイン画を書き、アク
リル板を加工した。アイテムは｢バレッ
タ｣だ。
　｢バレッタは、約30年前に人気を博
したヘアアレンジ用のアイテムです。バ
レッタにしたのは、バレッタ用の金具も
譲り受け新鮮だと感じたから。40代、50

代の方からは『懐かしい』と言っていただけ、10代、20代の世代
の人は新鮮に思うようです｣。
　ブランド名は｢ｓAn｣。色鮮やかで、滑らかな光沢を放ち、スタ
イリッシュなデザインで目を引く｢ｓAn｣のバレッタは、フリーマー
ケットなどで販売するとすぐに完売するほどの人気商品になった。
　大流行につながったのは、SNSを通じて出会ったヘアデザイ
ナーとのコラボレーションがきっかけだ。そこからスタイリストに

つながり、2016年、人気女優が身につけてテレビドラマに出演し
て、さらに火がついた。そして、翌年には世界的な知名度のある大
手外食産業事業者やエンターテイメント事業者からのオファーが
舞い込み、アクリル素材のコラボグッズを開発。瞬く間に知名度が
上がり、2020年には広く、機能的な新工場への移転を果たした。
斜陽産業といわれたはずのアクリル加工業であるにも関わらず、
短期間でここまでの躍進を果たすことができたのはなぜなのだろう。
　｢何でも手に入る今は、言葉にできないようなニュアンスを表
現するセンスが必要だと思います。色使い、カーブの具合や質
感など、sAｎにしかできないテイストを大切にしているのと、パッ
ケージや売り方にまでこだわったから成長できたのだと思いま
す。それができたのは私たちが製造業者ではなくクリエイターだ
からです。さらに、裁断、研磨などアクリル板加工の全工程を自
社で一貫してできる機械を譲り受けたことも成功の要因です。
すべてが自社できるため、試作品製作に時間と資金がかかりま
せん。思いついたアイデアをすぐにかたちにでき、取引先からの
少品種、小ロットにも無理なく対応できる体制があるのは大きい
と感じます。また、研磨の機械には竹のチップを入れるのです
が、長年、使い込んだチップも譲っていただけたので、独特の艶
を出すことができています。これはお金では買えないものです
から心の底から感謝しています｣。
　バレッタからスタートしたが、今ではヘアピン、ピアスなどのア
イテムも仲間入りした。では、今後の展開は？
　｢クリエイターとしてやりたいことをやっていきます。そのため
数年後は、他のことをやっているかもしれません。でも、キーワー
ドは無理しないことです｣。
　バレッタにはじまり、コーム、サジェステ（特許申請中）も流行
している今、その流れに乗る人が生まれている。ところが、この
流れをつくった人は、もっとずっと先を見ている。

信用保証協会を利用して運転資金を
確保しました。

創業当初に借りた工場は、トタン造りのため夏は暑く、冬は寒くて
厳しい環境でした。年々、社員も増えて皆が働きやすい環境をと考
えて、以前は眼科だったビルを購入し、令和2年、兵庫県中小企業
融資制度「新型コロナウイルス感染症対応資金」を活用して、内
装、空気清浄装置の設置費用に充てました。何をするにも資金が
必要です。融資を実行してくださったことに感謝しています。

フロンティア ひょうご
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　10月の保証承諾のうち、運転資金は18,183百万円（前年同月比69.1%減）、設備資金は418百万円
（同33.9%減）となり、前年同月と比べ、運転資金、設備資金ともに下回った。

資 金 使 途 別

　10月の業種別保証承諾の状況は、不動産業1,391百万円（前年同月比55.6%減）、小売業2,588百万円
（同56.1%減）、卸売業3,461百万円（同59.1%減）、運送・倉庫業895百万円（同65.2%減）、サービス業2,906
百万円（同69.5%減）、建設業5,194百万円（同70.5%減）、製造業2,865百万円（同73.5%減）、飲食店372百万
円（同79.8%減）等で前年同月を下回った。

業 種 別

　10月の金融機関群別保証承諾の状況は、第二地方銀行2,916百万円（前年同月比58.0%減）、信用金
庫13,845百万円（同63.6%減）、都市銀行699百万円（同75.7%減）、信用組合1,096百万円（同78.3%減）、
地方銀行1,313百万円（同82.3%減）で前年同月を下回った。

金融機関群別
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保証承諾 （前年比較） （単位：百万円）新型コロナウイルス感染症関連の保証承諾
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令和３年 10月 保証状況
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保 証 申 込

保 証 承 諾

保 証 債 務 残 高

代位弁済（元利）

件　数 金　額前年比 前年比 件　数 金　額前年比 前年比

（単位：件、百万円、%）

当 月 中 当 期 中
1 0月の
保証概況

　10月の保証承諾は1,347件（前年同月比63.8%減）、19,869百万円（同67.1%減）となり、前年同月
と比べ、件数で2,369件、金額で40,562百万円下回った。
　また、保証申込は1,459件（同62.2%減）、22,133百万円（同66.3%減）となり、前年同月と比べ、
件数、金額ともに下回った。

1 保証承諾
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（単位：百万円）

1,000,000

1,100,000

2,000,000

1,900,000

1,800,000

1,700,000

1,600,000

1,500,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

保証債務残高 （前年比較）

令和2年 令和3年

10月

1,739,193

1,910,509

令和2年 令和3年

9月

1,702,836

1,915,320

令和2年 令和3年

8月

1,640,864

1,919,559

令和2年 令和3年

7月

1,564,382

1,926,078

令和2年 令和3年

6月

1,422,580

1,932,756

令和2年 令和3年

5月

1,246,977

1,937,020

令和2年 令和3年

4月

1,157,612

1,931,201

（単位：百万円）
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代位弁済 （前年比較）

　10月末の保証債務残高は、130,896件（前年同月比9.3%増）、1,910,509百万円（同9.9%増）と
なり、前年同月と比べ、件数、金額ともに上回った。2 保証債務残高

　10月の代位弁済は、79件（前年同月比19.4%減）、991百万円（同20.1%減）となり、前年同月
と比べ、件数は19件、金額は250百万円の減少となった。4 代位弁済（元利）

（単位：百万円）
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　10月の事故報告受付は、146件（前年同月比64.0%増）、1,573百万円（同69.6%増）となり、
前年同月と比べ、件数は57件、金額は645百万円の増加となった。事故報告残高について
は、10月末で593件（同29.5%増）、7,160百万円（同47.6%増）となり、前年同月と比べ、件数、
金額ともに上回った。

3 事故報告
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信用保証をご利用できる方

※1 建設業、運送業、不動産業、旅行業を含みます。
※2 自動車または航空機用タイヤ及びチューブ製造業並びに工業用ベルト

製造業を除きます。

業　種 資本金 従業員数
3億円以下
3億円以下
1億円以下

5,000万円以下
5,000万円以下

5,000万円以下

3億円以下

製造業等 ※1

卸売業
小売業・飲食業
サービス業

医療法人等

ゴム製品製造業 ※2

ソフトウェア業
情報処理サービス業
旅館業

300人以下
900人以下
100人以下
50人以下
100人以下

200人以下
300人以下

300人以下

国家戦略特区において商工業とともに農業を営む方も信用保証をご利用
いただけます。

以下①～④のいずれにも該当している事業者の方が信用保証をご利用できます。

業種・営業形態などにより、ご利用いただけない場合もございます。
詳しくは、当協会窓口までお問い合わせください。

①資本金または従業員数のいずれかが、右表の企業基準に該当していること。
　特定非営利活動法人（NPO法人）の場合は、従業員数（製造業等：300人以下、卸売業・
サービス業：100人以下、小売業・飲食業：50人以下）が該当していること。
②個人の場合は、兵庫県内に住居、事務所または営業所を有し、事業を営んでいること。
　法人の場合は、兵庫県内に本店または事業所を有し、事業を営んでいること。
③許認可等を必要とする事業の場合は、当該事業に係る許認可等を申込人名義で
　受けていること。
④事業上必要とする運転資金または設備資金であること。

暴力団等の反社会的勢力とは取引いたしません。 第三者が介在・介入する申込はお断りします。

兵庫県信用保証協会のネットワーク お客様総合相談室（中小企業融資よろず相談窓口）
小 林 室 長

平 松 次 長
TEL 078-393-3905

本所・事務所・支所のお客様総合相談窓口
北 野 副 室 長 TEL 078-393-3920

TEL 078-393-3909

TEL 078-393-3915

TEL 06-6411-4133

TEL 079-289-3611

TEL 0796-22-5171

TEL 0799-22-4493

TEL 0795-22-6775

TEL 079-424-1105

大 禮 副 所 長

福 井 副 所 長

大 原 次 長

赤 松 次 長

奥 田 次 長

戸 田 副 所 長

嶋 田 副 所 長
（保証相談一課、二課、三課）

米 谷 副 所 長
（調整相談一課、二課）

代位弁済後のご返済等に関する
お客様総合相談窓口

※本所
杉之原副部長

TEL 078-393-3914

※本所

宮 本 副 部 長
（管理相談一課、二課）

管 理 部

● 女性企業家の皆さまへ
女性企業家相談窓口 TEL 078-393-3910

 (経営支援室 支援推進課内)

● 事業承継をお考えの皆さまへ
事業承継相談窓口 TEL 078-393-3962

 (経営支援室 支援推進課内)

ご希望の方に保証時報を毎月送付いたします（送料は
当協会が負担）。 ご希望の方は総務企画部企画調整課
（TEL 078-393-3922）までお申し出ください。

当協会はサンテレビの情報番組「あんてなサン」の
番組スポンサーをしています

保証時報の送付について

● これから事業を開始する皆さまへ
創業準備相談窓口 TEL 078-393-3912

 (経営支援室 支援推進課内)

あんてなサン（サンテレビ）
毎週日曜日２２時～２２時３０分放送

788

関西みらい
銀行 みずほ銀行

姫路女学院高校

県姫路総合庁舎

本　　　所： （代表）

神戸事務所：

神戸阪急

法務局・ハローワーク

但馬銀行

県加古川総合庁舎


	H1-H4
	P01-02
	P03-04
	P05-06
	P07-08
	P09-10



